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教員養成かノキュラムにおける栽培教育について










加 しつつある｡ さらに,平成 17年 7月には,｢食育｣に関する施策を総合的かつ計画的
に進めることを目的として ｢食育基本法｣が施行された 1)｡これを受け,学校教育現場で
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表 1.現行の教育課程における栽培関連学習
校種 教科等 内容 教育課程上の位置づけ
小学校 特別活動 学校行事 ･遠足 .集団宿泊的行事勤労生産 .奉仕









道徳 自然及び環境学習 ･自然環境学習郷土 .文化学習
中学校 特別活動 学校行事 ･旅行 .集団宿泊的行事勤労生産 .奉仕総合的な学習の時間 総合的課題 環境 健康的な学習興味 関心地域の特色に応 じた学習
技術 技術 とものづ くり ･作物の栽培学習
理 科 植物の生活と種類 ･植物の観察学習
社会 地域の規模に応 じた調査 ･地域の地理学習
かな人間性の滴菱 に繋が る｡
従 って,この ように多 くの教育的要素 を内包する栽培学習を義務教育課程の中で進める
ことは,各教科 における学習内容の動機付 けあるいは深化 に効果的であるとともに,分化
しがちな学習内容 を総合的に捉 える足掛か りを与 えることになる｡ 体験 を通 した豊かなこ
ころの育成にも関わ り,学校教育の中で教科の枠 を超 えた より積極的な実践が早急 に望 ま
れる｡
2.3 現行の教育職員免許法における栽培教育
教育職員免許法 (以下 ｢免許法｣ と記す)における栽培関係科 目の取 り扱いは,中学校
教諭免許 ｢技術｣取得のための,実習 を含む 1単位以上の履修が義務づけ られているのみ
で,それ以外での栽培関係の授業の開設は極めて少ない｡従 って,現行の教員養成 におい
ては,教育職員免許 ｢技術｣の取得 を希望する学生のみが栽培関係科 目の授業 を必修科 目
として履修 している現状 であ り, より必要性の高い初等教育に関わる教員養成 には,免許
法 も含め,十分 に対応で きていない｡
3 栽培学習実践の現状
平成 17年度 における全国農村青少年教育振興会のア ンケー ト調査 5)(全 国の 5%にあ














表2.農業体験学習実施上の課題 ･問題点 (複数回答)(平成 17年度)
課題 .問題点等 実施している(問題点)(%) 実施していない(その理由)(%)
合計 小学校 中学校 合計 小学校 中学校
時間の不足 56.5 61.9 30.4 64.8 69.5 62.1
適当な場所がない 17.3 17.5 16.4 47.2 64ー8 36.0
外部の指導者不足 9.7 10.2 7.6 20.2 23.8 18.0
準備に時間がかかる 43.5 47.0 22.6 26.2 29.5 24.2
経費がかかる 19.9 20.6 16.5 17.2 22.9 13.7
学習効果が不明 3.9 3.7 5.1 8.6 6.7 9.9



















































































































E 三 重 二〕 層 諸 鮎 と潤 も 葉捌 〕儲 (ニンジン)漂 諾 五㌢ 堆肥のす鞄 み





した同時 (平行)進行により,少量ずつ多種の作物を題材 として取 り上げ,それらの生育
過程や栽培に適する環境条件などについて作物種に即 した計画を立てさせるとともに,各
種の農機具類の取 り扱いも含めた作業記録や栽培記録の作成 もさせている｡ このように講
義及び実習を相互に組み合わせることにより,作物の作付け ･管理 ･収穫 までの一連の過
程を座学により再確認させ,実習時の各作業がそれぞれ独立 したものではなく,相互に関
連性を保ちながら存在 し,そのいずれもが最終 日的 (作物の収穫量や品質)に深 く関わる

























































3)文部科学省 『小学校学習指導要領』(平成 10年 12月告示,平成 15年 12月一部改正)
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4)文部科学省 『中学校学習指導要領』(平成 10年 12月告示,平成 15年 12月一部改正)
5)社団法人全国農村青少年教育振興会 http://www.ryeda.or.jp/
6)長崎県教育センター htp://www.edu-C.pref.nagasaki.jp/
7)e一農林水産 ･なが さき http://www.suisan.n-nourin.jp/oh/index.html
